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序．調査の目的

【調査の目的】

平成24年度末に全通した松江自動車
道等の波及効果の検証を行うとともに、
平成26年度中の全通が予定されている
中国横断自動車道尾道松江線（以下
「尾道松江線」）の波及効果を高めるた
めの沿線地域における取り組み課題に
ついて検討する。

1
【企業アンケート調査】2,100社対象、回収数761、回収率36.2%

(資料)中国地方整備局、ＮＥＸＣＯ中国支社発表資料



分類 内容 効果の発現時期

直接効果 ･走行時間の短縮、走行経費の節減、渋滞解消、定時性確保、疲労軽減、荷痛
み減少、交通事故減少、代替路整備による交通の信頼性向上等
★節減額を金銭評価しB/Cで事業効果を算出

道路供用後

間接効果 ･生産力の拡大、地域開発の誘導効果、土地利用の促進、生活機会の拡大、生
活環境の改善、人口の増大、防災機能向上等
★地域の取り組み次第で効果の大きさ、内容が変化

道路供用前後

(1) 直接効果と間接効果

(2) 短期的効果と中長期的効果

イ

2

建設開始
供用 時間

計画発表

短期的発現
効果(検証)

中長期的発現効果（課題整理)

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ

H25.3 H26.3 H27.3松江道開通

①道の駅・観光施設アンケート調査(松江道開通後3ヶ月間の効果・影響)

②行政、企業等ヒアリング調査(松江道の効果、尾松線全通の影響見込み)

③企業アンケート調査(同上)

尾松線全通(予定)

④行政、企業等ヒアリング調査(予)

⑤企業アンケート調査(尾松線全通直後及び1年程度経過後の効果影響等)(予)
⑥調査のとりまとめ(予)

(資料)井原健雄編「瀬戸大橋と地域経済」を元に一部加筆
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〈島根・広島県境〉【平日】
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開通6ヶ月後の平均交通量

松江自動車道開通後の交通状況

休日の交通量は平日の1.4倍

データ紹介
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（県境地点）
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8,900
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冬季のため減少傾向

休日の交通量は平日の1.4倍

交通量は国道54号から松江道に大きくシ
フト。開通ブームは収まりつつあるが、両
者を合計すると、広島･島根間では平日で
1.4倍、休日で1.7倍に交通量が増加。

交通量は1.4～1.7倍に拡大

冬期の交通量は大幅に減少

(資料)松江国道事務所･三次河川国道事務所公表資料(平成26年1月24日付け)に基づき作成



①高速バスの運行サービス向上 ※時間短縮は直接効果

・広島･松江線 28便→32便に増便(+4便)、特急便で18分短縮。
・広島･出雲線 16便→18便に増便(+2便）、特急便で23分短縮。
・広島・米子線 国道183号経由→松江道経由、最大20分短縮（H25.7～）。
・福山･尾道・松江線 1日3便運行開始(H25.9～）。

28便
32便

30

35

40
運行便数の増加

開通前 開通後

データ紹介 高速バスの運行サービス向上

１．交通面・生活面・行政面の効果・影響

H25年度は前年度に比べ乗客が12％増加。
H26.7より更に4便増加。

(H26.6.17中国新聞)

H26.7より更に2便増加。(同上)

交通面

4

高速バス(松江広島線)の所要時間

高速バス(出雲市広島線)の所要時間
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【開通前】国道54号経由

【開通後】松江自動車道経由

３時間１５分

２時間５７分 １８分短縮

松
江
駅

※H25.8.1のダイヤ改正で江の川PAでの休憩5分の増加を含む
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【開通前】国道54号経由

【開通後】松江自動車道経由

３時間１０分

２時間４７分 ２３分短縮
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松江広島線で

往復 4 便増
出雲広島線で

往復 2 便増

(資料)松江国道事務所･三次河川国道事務所公表資料(平成26年1月24日付け)に基づき作成



②高速道路ＩＣを起点とした交通アクセス向上
○Ｐ＆Ｒ駐車場整備
・高野ICに隣接して整備され、奥出雲町からも利用。

○高速バスと地元バス路線の結節
・奥出雲町営バスを道の駅たかのまで延伸し、高速バスと接続。

③国道等の交通量変化に伴う影響
○安全性向上
・国道54号の交通量減少により、地域での安全性が向上した。

事例紹介:高速バス活用に向けＰ＆Ｒ
駐車場整備と地元バス路線の結節
◇庄原市では道の駅たかのに隣接してＰ＆Ｒ駐車場
を整備。
◇奥出雲町では道の駅たかのまで町営バスを延伸
(1日2往復)。

奥出雲交通バス時刻表（運賃　大人片道400円、子ども200円）

三成車庫 三成駅 下阿井 米原
道の駅

たかの

7:55 8:00 8:12 8:21 8:4 8

13:30 13:35 13:52 14 :01 14 :28

10:39 10:34 10:17 9:58 9:31

15:58 15:53 15:4 1 15:32 15:05

高野行き

奥出雲行き

○交通量増大によるマイナス影響
・松江市内の観光施設に交通が集中し深刻な交通渋滞が発生。
・高野ＩＣや三次東ＩＣ近辺の交通量が増加したため、交通
事故の危険性を懸念。

5

Ｐ＆Ｒ
駐車場



④医療圏・救急搬送圏の拡大
・庄原市高野では三次への通院者が増加。
・雲南市では救急患者を三次まで搬送可能な体制が整う。
・世羅町では尾道･福山への救急搬送が可能となる。高次医療面でも川崎医科病院までの搬送が可能。尾道道
が全通すれば産婦人科をもつ三次中央病院との連携も可能。（注）一部開通している尾道自動車道での開通効果

⑤買物圏拡大を見越した商業機能の強化
・三次市では商圏拡大を見越して複合商業施設が立地し、国道54号沿線の飲食店も入居。

生活面

6

複合商業施設に国道54号沿線の飲食店も入居複数店舗が複合化した商業施設の立地



増えた
11.1%

少し増えた

16.7%

変わらない

尾道松江線

を利用して

いない
41.4%

開通後の県外への訪問頻度

（島根県東部の住民）

⑥生活行動圏の拡大
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尾道・福山

山口･福岡

岡山

四国

訪問頻度が増加した方面

【広島・呉への訪問目的】

（複数回答）

観光 101人

ショッピング 84人

業務 55人

帰省、友人訪問 35人

（％）

データ紹介 広域的な人の交流の拡大

・両県とも県境を越えた広域交流が3割程度増加。
・島根側からは、広島･呉方面、三次･庄原方面への訪問が増加。観光、買物等が主目的。
・広島側からは、松江･出雲方面に集中的に増加。

⑦広域防災面での連携
・雲南消防と備北消防間で
高速道路の事故時における
相互応援協定を締結。

行政面

変わらない

30.7%

回答数=1,403

増えた
5.0%

少し増えた
9.1%

変わらない

13.8%尾道松江線

を利用して

いない
72.2%

開通後の県外への訪問頻度

（広島市民）

回答数=344 7

3.6兵庫･大阪
見舞い、介護等 6人

コンサート鑑賞等 31人

ｽﾎﾟｰﾂ、ｸﾗﾌﾞ活動等 9人
回答数=391（頻度が増加した人が対象）

78.7

17.8

10.1
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松江・出雲

雲南市

飯南町・

奥出雲町

訪問頻度が増加した方面

回答数=169（頻度が増加した広島市民）

（％）

(資料)松江国道事務所･三次河川国道事務所公表資料(平成26年1月24日付け)に基づき作成

相互応援協定を締結。

⑧国定公園活用やイ
ベントでの連携
・比婆道後帝釈国定公園を
活用した広島･島根間の県
境を越えた連携事業を実施
した（山たびスタンプラリー）。
・奥出雲町が備北丘陵公園
を活用した出雲神楽のイベ
ントに協力、実施。



①観光客の増加・広域化
・出雲大社の遷宮と相乗効果が出ている松江･出雲地域の観光施設で顕著に増加。集客範囲の拡大効果も大。
・三次市でも来訪者は増加、三次市以南では変化無し。
・国道54号沿線では減少（但し、営業努力等により増加施設もあり）。

２．観光面の効果・影響

データ紹介 開通3ヶ月後の観光施設アンケート調査結果

既存観光地への効果・影響
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48.3
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滞在時間(59)

集客範囲(61)

観光バス(60)

一人あたり消費額(59)

若者(60)

中高年者(60)

ファミリー(60)

平日客(61)

週末客(61)

松江自動車道の全通による入館者の変化（島根北部）

増えた 減った ほぼ変わらない

（n=61）

％

長くなった

広がった

短くなった ほぼ変わらない

ほぼ変わらない

入館者数が50
万人以上の主
要観光施設で
集客を伸ばす

(注)対象は松江道沿線及びその周辺の観光施設、配布数153、有効回収数94、有効回収率61.4%



データ紹介 開通1年間後の観光入り込み客の動向

○松江・出雲地域の高速道路沿線及び
その周辺の主要観光地(石見銀山等)の増
加が顕著。

○松江道からかなり離れている地域の
主要観光地(浜田等)は減少。

9

○入り込み観光客数の多い観光施設ほど増加率
が大きい傾向。
(注)古代出雲歴史博物館はH24年度に「神話博しまね」の実施により、集
客を前年度より倍増させているため、H25/H24の増加率は低い。

(資料)島根県観光動態調査結果に基づき作成



②観光客の満足度の向上
・立ち寄り箇所の増加、滞在時間の増加が見られ、結果的に満足度の向上に結びついている。

データ紹介 開通による観光行動の変化

(資料)松江国道事務所･三次河川国道事務所公表資料(平成26年1月24日付け)に基づき作成
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(資料)松江国道事務所･三次河川国道事務所公表資料(平成26年1月24日付け)に基づき作成

③国道沿線での集客の減少と活性化の取り組み
・R54号、R184号沿線ではマイナス効果をカバーするため、地域連携による取り組みを開始
（バイク駐輪場整備、銀山連携、やまなみサイクリングロード等）。



データ紹介 松江道開通3ヶ月後の道の駅アンケート調査結果

④道の駅の新設・集客
沿線で2つの道の駅が新設され、集客、販売、雇用の拠点となる
【集客】 1年間のレジ通過者は合わせて約97万人。（当初目標の倍以上）
【販売】 １年間の売上げは合わせて約11億円。（当初目標の倍以上）
【雇用】 合わせて50人を超える新たな雇用(平成25年9月現在)。
全体パイが拡大する中で、売上げ減少となる道の駅も出ている。
（例）ある自治体では産直市全体の売上げは4割増加。ただし、減少施設も出現。

道の駅たかの(庄原市)たたらば壱番地(雲南市)

新たな観光の創出

38.5

34.6

30.8

26.9

23.1

23.1

15.4

15.4

3.8

0.0

7.7

42.3

50.0
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38.5

30.8

42.3

38.5

30.8

11.5

3.8

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0

観光情報提供機能の強化

地域観光業との連携強化

接客サービスの向上

加工販売部門の充実

直売部門の充実

広告宣伝活動の強化

飲食部門の充実

イベント･催し物の開催

防災拠点機能の強化

従業員の増加

その他

全通に併せて取り組んだこと（全体）

％

全通に併せて取り組んだこと(16) 今後力を入れていくこと(21)

(n=26)
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データ紹介 松江道開通3ヶ月後の道の駅アンケート調査結果
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36.4

25.0

33.3

33.3

60.0

50.0

37.5

66.7

66.7

40.0
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全体(22)

島根北部(8)

島根南西部(3)

広島北部(6)

広島南部(5)

売り上げ

増えた 減った ほぼ変わらない

（n=22）

（注）島根北部：松江市、出雲市、雲南市、安来市

島根南西部：大田市、美郷町、飯南町、奥出雲町

広島北部：三次市、庄原市、安芸高田市、北広島町

広島南部：三原市、尾道市、福山市、府中市、東広島市、世羅町、神石高原町

「減少」が「増加」の倍以上であり、道の駅
の競合性が高まっている。

(注)対象は松江道沿線及びその周辺地域の道の駅、配布数29、有効回収数26、有効回収率89.7%



⑤広域観光商品の造成
○首都圏発の広域観光商品の造成
・出雲大社参拝、広島宿泊というツアーが企画・実施。(注)出雲・松江の宿泊容量不足も寄与)
(事例紹介) 羽田→出雲空港or米子空港→八重垣神社(50分)→出雲大社(60分)→広島市内(泊)→自由行動→広島空港or岩国空港→羽田

○中国圏からの広域的な観光商品の造成
・山陰発の周防大島･柳井1泊2日、四万十方面1泊2日のツアーが企画・実施。

山陰発 松江道利用ツアーの造成

事例紹介 松江道開通を契機に造成されたツアー

首都圏
東京発山陰周遊・広島泊ツアーの造成
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四万十
方面

周防大島･
柳井

山陰

1泊2日

1泊2日

(注)ＪＴＢ 2014年4月～9月催行

出雲大社

八重垣神社

広島市内(泊)

首都圏



⑥地域資源活用型観光商品の造成
・雲南市では「たたら」をテーマとした着地型ツアーを企画・実施
・奥出雲町では、「米１グランプリ」と2つの博物館を巡るツアーを造成。

13



①物流効率化 ※直接効果

○時間短縮
・水産物の広島･九州方面での輸送が速達化(島根県内物流業)。
・松江と広島間で1日4便程度利用。有料だったら利用していない(島根県内物流業)。
・1日3便の完成車トレーラー輸送の時間が短縮され、輸送範囲が拡大（広島県内自動車製造業）
・1日6～8台運行する商品配送車が全て松江道を利用（広島県内流通業）。

○ドライバーの負担軽減
・広島･松江間でドライバーの休憩の必要がなくなった。（広島県内物流業）
（注）法律上、連続運転時間は4時間が限度、4時間を超える毎に30分以上の休憩が必要。

○物流定時性の向上

３．産業面での効果・影響

既存産業への効果・影響

○物流定時性の向上
・時間内に到着できるためドライバーの心理的負担が軽減（島根県内物流業等）。
・国道54号の非常時の代替道路は浜田道だったが、松江道により輸送安定性が確保（広島県内自動車製造業）。

②営業･取引の活発化 ～顧客訪問効率の向上
・そば製造機械メーカーや製品取引先の来社が容易（島根県内食料品製造業）。
・広島が日帰り圏内となり経費節減（島根県内乳製品製造業）。

③取引先・商圏の拡大 ～山陽側と山陰側の経済圏結節強化
・アンケートでは広島側は松江・出雲、島根側は広島エリアがいずれも第1位。

④地場産品の高付加価値化
・庄原市高野で高野逸品100プロジェクトを実施。

14高野逸品100プロジェクト



松江自動車道開通後の企業アンケート調査結果 その１ 利用実態と直接効果

◇物流での利用頻度が多い広島では、製造業、卸売業、
小売業 が利用の主体。

物流利用の主体は製造業、卸売業、小売業移動時間の短縮など直接効果を高く評価

製造業
25.0%

卸売業
25.0%

小売業
25.0%

建設業
10.0%

農林水産業
5.0% その他

10.0%

松江自動車道を物流で利用した業種（広島エリア）

（n=20）
91.7%

58.6%

54.8%

43.3%

15.7%

11.7%

11.0%

7.4%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移動時間の短縮

ドライバーの疲労軽減

所要時間の見通しの立てやすさ

走行のしやすさ

交通事故の不安減少

積雪時の通行

休憩施設の充実

道路情報の充実

その他

松江自動車道開通前（在来国道通行）と比較して

良くなったこと （n=420）

（注）松江自動車道を物流、営業等で利用した企業が対象

ほぼ毎日
40.0%

週に2～3回
程度
25.0%

週に1回程度
5.0%

月に2回程度
10.0%

年に数回程度
20.0%

松江自動車道を物流で利用した頻度（広島エリア）

（n=20）

物流と営業・出張での利用パターン

15

11.7

3.8

15.1

6.0

14.2

12.8

11.3

16.4

15.1

19.1

32.6

41.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流

(n=239)

営業や出張

(n=397)

松江自動車道の利用の頻度

ほぼ毎日 週に2～3回程度 週に1回程度

月に2回程度 月に1回程度 年に数回程度

33.9

53.9

66.1

46.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物流

(n=708)

営業や出張

(n=737)

企業活動における松江自動車道の利用状況（全体）

利用した 利用しなかった

◇物流で利用する企業は１／３程度に絞られる
が、比較的高頻度で利用(「週に2回以上」の高頻
度利用は営業や出張では1割程度だが、物流では3
割近くに)。
◇営業や出張で利用する企業は半数を超える。

【企業アンケート調査より】2,100社対象〔各エリア350社、対象業種：製造
業、卸売業、小売業、農林水産業、飲食業、宿泊業、建設業〕、
回収数761、回収率36.2%

物流と営業・出張での利用パターン



37.4%

34.7%

26.0%

30.3%

0% 20% 40% 60%

物流効率が向上した(n=388)

顧客・取引先等への訪問効率が向上した(n=409)

松江自動車道の利用による事業活動への効果・影響

松江自動車道開通後の企業アンケート調査結果 その２ 企業活動への影響（間接効果）

◇物流効率の向上、顧客訪問効率の向上を高く評価。
◇取引先・商圏拡大を評価する企業も4割近くの企業が
評価。
◇販売・売上げの増加を指摘する企業も2割近くある。

企業活動への好影響は多面的に及ぶ
◇商圏が拡大したエリアは、広島県側はいずれも松江・出雲
エリアが第1位、島根県側はいずれも広島エリアが第1位。よ
り経済規模の大きいエリアへの進出傾向が明瞭。

山陽側と山陰側の経済圏同士の結節強化

松江･出雲

9

23

14 12

取引先・商圏が拡大したエリア

14.3%

13.0%

7.8%

4.2%

3.7%

22.3%

18.9%

13.0%

14.9%

7.9%

取引先・商圏が拡大した(n=413)

商談・見学等の来訪者が増えた(n=392)

他社との競争が高まった(n=408)

販売・売上げが増加した(404)

通勤圏が広がり人材確保が容易になった(n=407)

そう思う

多少そう思う

（注）松江自動車道を物流、営業等で利用した企業が対象

16【企業アンケート調査より】2,100社対象、回収数761、回収率36.2%

雲南

備北

尾道･世羅広島 備後

23 17

15

16

10

（注）第１位を表示。点線は１位以外で9件以上の場合。（注）第1位の回答数を表示。点線は1位以外で9件以上を表示



⑤企業立地
・三次市で中国地域を営業エリアとしたユニフォームクリーニング工場が立地（平成27年4月操業開始予定）。
企業立地の引き合いも前年度より大幅に増加。

・尾道市では中四国エリアを対象とした生協商品を扱う物流会社が立地（平成21年10月営業開始）。
・雲南市では電機部品製造メーカーが立地（平成25年4月操業開始）。

事例紹介 中国地域を営業エリアとしたユニフォームクリーニング工場が三次市に立地

新規産業の創出

【工場立地の効果】
・三次市では、このほか建設機械部品製造会社、化粧筆製造販売会社の立地が決定。
３社の進出で見込まれる雇用は約240人。(中国新聞平成26年3月30日より)

17

サニク
リーン

◇サニクリーンは、道路の利便性、水道料金の助成措置を評価。これまでは山陰方面は島根の協力
工場でクリーニングしていたが、最新鋭の設備を有する三次に集約する（サービス高度化）。
◇三次市としても単独の支援制度を設けて支援。

事例紹介 中国地域を営業エリアとしたユニフォームクリーニング工場が三次市に立地

三次は中国地方の中心に位
置し、当社のユニフォーム工
場は松江や米子にもあるた
め、松江道のインターもあ
り、東西南北で物流がス
ムーズであることが立地決
定の要因の一つとなった。

※サニクリーンの営業エリア
は山陽は尾道以西、山陰は
米子以西の中国地域

立地企業の声



⑥産業団地整備
・尾道市に広島県が流通団地を整備。
・出雲市では(仮称)出雲斐川中央工業団地を造成中(山陰道整備時より計画)。
・雲南市では松江道の加茂バスストップに隣接して神原企業団地を計画中。

事例紹介 尾道松江線整備に関連した産業団地

【整備済】 尾道流通団地 【造成中】（仮称）出雲斐川中央工業団地 【計画中】神原企業団地（仮称）

18

H11.3分譲開始、H19.4全体竣工
分譲面積31.7ha、広島県
【主な立地企業】㈱シーエックス
カーゴ（中四国を商圏とした生協
100%出資の物流企業） 読売新聞
尾道工場、備後通運尾道流通セン
ター等

H27.7分譲開始予定
分譲面積8.3ha、出雲市
【周辺の主な立地企業】

㈱島根富士通、島根島
津㈱、㈱スター精機、㈱
出雲村田製作所等

H30年度分譲開始予定、
分譲面積約4ha、雲南市
【周辺の主な立地企業】

島根三洋電気㈱、ホシザキ電
気㈱等

団
地
概
要

団
地
概
要

団
地
概
要



⑦特産品販売拠点等の整備
・飯南町が交流物産館を三次市内に整備。
・三次市では農業生産力を強化し、生産から販売をつなぐ役割を担う施設として「農業交流連携拠点施設」を
整備中。
立地場所は、広島三次ワイナリー、奥田元宋・小由女美術館の隣接地。
・世羅町では世羅IC近くに「インフォメーションセンター(仮称)」を計画中。開業時期はH27年度初め。
(中国新聞H26.5.30記事より)

三次市に立地した
飯南町交流物産館

三次市の農業交流連携拠点施設のイメージ図
（資料）三次市HP

心理的距離の縮小効果が大
◇「山陰・山陽間、大都市圏への心理的距離の縮小」

19

特産品の販売施設、蕎麦屋、
観光情報コーナー等で構成さ

れている。

⑧心理的距離の縮小効果が大
・ヒアリングでも各方面から聞かれたが、企業アン
ケートでは8割の企業が心理的距離の縮小効果
を指摘。

◇「山陰・山陽間、大都市圏への心理的距離の縮小」
を指摘する企業が約８割と多い。
◇「他地域との連携・交流気運の向上」 「2本の道路
による安心感の向上(リダンダンシー効果)」「地域が
活気づいた」も5割前後に達する。

【企業アンケート調査より】2,100社対象、回収数761、回収率36.2%

地域間産業交流

39.6%

18.3%

17.2%

12.4%

40.7%

30.3%

34.2%

32.3%

0% 20% 40% 60% 80%

山陰・山陽間、大都市圏への心理的

距離が縮まった(n=729)

2本の幹線道路の存在により、事業活

動上の安心感が高まった(n=722)

他地域との連携・交流機運が高まった

(n=726)

人流・物流が活発になり、地域が活気

づいた(n=699)

松江自動車道開通による立地地域の変化

そう思う

多少そう思う

（注）全企業が対象



⑨産業交流の開始 松江市と尾道市･福山市との間でビジネスマッチング商談会などを開始。
平成２３年８月に松江市が東出雲町と合併したことで農業機械の産業集積地になった。松江市と尾道市が姉妹都市に。

年 月 取り組み 場所

H23 11 尾道商工会議所による「中海ものづくりフェア2011」視察、松江商工
会議所との意見交換会

松江市

H24 2 松江市･尾道市姉妹都市提携調印式 松江市

10 松江商工会議所・東出雲町商工会による尾道合同視察研修会、尾
道商工会議所との意見交換会

尾道市

H25 3 尾道商工会議所工業委員長と松江商工会議所工業部会長等との
懇談会

尾道市

3 福山商工会議所機械金属工業部会長と松江商工会議所工業部会
長等との懇談会

福山市

背景

開通

松江市

1,380
億円

（参考）製造品出荷額等

７ 尾道商工会議所による松江ものづくり企業視察
尾道･松江ものづくり企業ビジネス交流会

松江市

9 福山･松江ものづくり企業合同懇談会

松江商工会議所・東出雲町商工会他による福山ものづくり企業視
察

福山市

11 中海･宍道湖･大山圏域ものづくり連携事業ビジネスマッチング商
談会（備後地域から12社参加）

安来市

H26 2 福山商工会議所主催第4回ビジネス交流フェア（松江から27社参
加）

松江商工会議所・東出雲町商工会他による福山ものづくり企業視
察

福山市

10 中海･宍道湖･大山圏域ものづくり連携事業ビジネスマッチング商
談会（予定）

境港市

11 福山商工会議所による松江ものづくり企業視察（予定）
福山･松江ものづくり企業ビジネス交流会（予定）

松江市

本
格
的
な
経
済
交
流
の
開
始

5,711
億円 1兆8,655

億円

福山市尾道市

ビ
ジ
ネ
ス
交
流

（注）2011年工業統計

20



尾道自動車道開通の影響見込み その１

◇多くのエリアで第1位が物流業、第2位が宿泊業。
◇松江・出雲地域では宿泊業が第1位。備北では製造業
が第2位であり、地域の特徴ある産業の活性化を見込む。

物流業と宿泊業の活性化を見込む 山陽側と山陰側の経済圏同士の結節強化
◇企業の事業展開としては、「他地域の新規顧客の開拓」が主
となり、「顧客サービスの充実」が続く。
◇広島エリアでは「顧客サービスの充実」がトップ。
◇備北では「拠点等の移転・拡充・新設」意向も強い。

尾道松江線全通に伴う企業の事業展開の意向

他地域の新規顧客の開拓 顧客サービスの充実

他地域の協業・連携先の開拓 拠点等の移転・拡充・開設

61.4%

46.1%

27.2%

0% 20% 40% 60% 80%

物流業

宿泊業

製造業

尾道自動車道開通により活性化すると思われる産業

（n=684）

21【企業アンケート調査より】2,100社対象、回収数761、回収率36.2%

尾道松江線全通により活性化する地域産業

松江・出雲 雲南 備北 広島 尾道・世羅 備後

１位 宿泊業 71.8% 物流業 60.7% 物流業 62.1% 物流業 67.0% 物流業 59.3% 物流業 61.1%

２位 物流業 60.5% 宿泊業 50.0% 製造業 28.2% 宿泊業 39.8% 宿泊業 42.6% 宿泊業 40.0%

60.6%

52.9%

30.0%

63.6%

48.1%

60.0%

36.4%

44.1%

65.0%

40.9%

48.1%

27.5%

29.4%

9.1%

11.1%

25.0%

12.1%

14.7%

15.0%

4.5%

18.5%

32.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160%

松江・出雲(n=33)

雲南(n=34)

広島(n=20)

尾道・世羅(n=44)

備後(n=27)

備北(n=40)

27.2%

24.4%

23.4%

20.9%

17.8%

8.2%

7.6%

製造業

飲食業

農林水産業

卸売業

小売業

建設業

その他



尾道自動車道開通の影響見込み その２

◇広島県側の4エリアはいずれも松江・出雲エリアが
第1位。
特に、尾道・世羅、備北では拡大意向が強い。
◇島根県側の2エリアはいずれも広島エリアが第1位。

市場拡大先は松江・出雲エリアと広島エリア
◇松江道全通による空港利用圏への影響はほとんど無し。
◇尾道松江線全通により、島根県側からの広島空港利用が産業
面で高まる見通し。

県境を越えた空港利用圏拡大が見込まれる

松江･出雲

雲南

尾道自動車道の開通を受けて新たに利用又は利用を増やす空港

21社
13社

7社

松江･出雲

雲南

6件

13件

18件 8件

新規顧客の開拓

22【企業アンケート調査より】2,100社対象、回収数761、回収率36.2%

備北

尾道･世羅広島 備後

（注）４社以上を表示。

4社

7社

立地展開先は松江・出雲エリアと備北エリア
◇尾道松江線全通により山陰と備北がクローズアップされ
る。高速道で直結する四国地域への展開志向も見られる。

7

6

5

4

3

3

2

1

1

1

0 2 4 6 8

松江・出雲

備北

広島

雲南

尾道・世羅

四国地域

備後

関西地域

九州地域

その他

拠点等の移転・拡充・新設の対象エリア
（n=25）

（社）

備北

尾道･世羅広島 備後

11件 12件 8件

12件
9件

（注）実線が１位、点線が２位（１位の半分以下の場合は非表示）



松江道開通の効果

直接効果 間接効果

交通・
生活・
行政

観光

＋観光客の増加・広域化

＋高速バスの運行サービス向上
＋高速道路ICを起点とした交通
アクセス向上
＋国道交通量減少による安全性向上
－IC周辺の既存道路の交通量増大に
よる渋滞や事故発生懸念

＋広域防災面での連携
＋国定公園活用・イベ
ン トでの連携

＋目的地
までの時
間短縮等 既存観光地への効果 新たな観光の創出

＋道の駅の新設・集客

交通面 行政面生活面

＋医療圏拡大、救急
搬送圏拡大
＋買物圏拡大を見越
した商業機能の強化
＋生活行動圏の拡大

23

産業

＋移動時間
の短縮（物
流効率化
等）

＋営業・取引の活発化
＋取引先・商圏の拡大
＋地場産品の高付加価値化

＋企業立地
＋産業団地整備
＋特産品販売拠点の整備

＋心理的距離の縮小
＋産業交流開始

既存産業への効果 新規産業の創出 地域間産業交流

＋観光客の増加・広域化
＋観光客の満足度の向上
－遠隔地での観光客の減少
－国道沿線の道の駅等の売上げ減少
＋国道沿線での活性化の取組開始

＋道の駅の新設・集客
＋広域観光商品の造成
＋地域資源活用型観光商品の造成

※尾道道開通による地域経済への影響見込み
◇山陰と山陽側の経済圏同士の結節強化
◇企業立地・拡充先として松江・出雲、備北
が注目

◇県境を越えた空港利用圏拡大



(1)交通面・生活面・行政面での多様な効果を確認。
○交通面…高速バスの運行サービス向上、高速道路ICを起点としたアクセスの向上、国道の安全性向上等。
○生活面…買物圏拡大を見越した新たな商業機能の強化、医療圏の拡大、広域的な人的交流の拡大等。
○行政面…広域防災体制、観光振興面での広域連携開始等。

(2)観光面では既存観光地への効果、新たな観光の創出効果を確認。
○既存観光地…観光客の増加・広域化や観光客の満足度の向上等。
但し、出雲大社遷宮の影響が大きいこと、開通直後の一時的な集客増の面があることに留意。
一方、高速道路の遠隔地での観光客の減少や国道沿線の道の駅の売上げ減少等の影響も見られる。
これをカバーする活性化の取組を確認。

４．松江自動車道開通の効果（中間とりまとめ）

これをカバーする活性化の取組を確認。
○新たな観光の創出…道の駅の新設・集客、広域観光商品の造成、地域資源活用型観光商品の造成等。

(3)産業面では時間短縮等を活かし、既存産業への効果、新規産業の創出という効果を確認。
○既存産業…物流効率化、営業・取引の活発化、社内交流活発化、市場エリアの拡大、地場産品の高付加価値化等。
○新規産業の創出…企業立地、産業団地整備、特産品販売拠点整備等。

(4)松江道の開通により陰陽間の心理的距離が縮小し、地域連携の胎動を確認。
尾道松江線の全通を視野に、陰陽間での商圏拡大意向等がみられ、産業交流も開始。

今後は観光面、行政面も含め地域連携による効果の発現を期待。
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7 7
8

松江自動車道周辺地域立地企業の本社所在地（新設）
（社）

◆集客で地域経済効果を高める
・道の駅と6次産業化の取組の連携、観光ゲート機能（案内・販売等）の強化
・波及効果エリアの拡大
・交通量減少の国道での集客強化対策

◆巨大災害を受けにくいこと、リダンダンシー向上を活かした企業誘致
・高速道路の多重性を活かし、企業BCPの観点も加えた企業誘致の推進

◆雇用の場づくりと定住政策を両輪で推進
・地元での定住政策(例：雲南市での農園付き住宅)
・広域都市圏での通勤流動を高める

５．尾道松江線全通の更なる活用に向けて

沿線の中山間地域 立ち寄り客と沿線地域をつなぐ道の駅の役割強化

島根県内立地企業の本社所在地

観光地

農業・
林業

案内・
販売

道の駅

販売(6次産業化）
立ち寄り
客の増加

2 2
3

2 2 22
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

その他の中国地域

島根

広島

愛知

関西

関東

年度

（資料）立地計画認定書交付（製造業・ソフトウェア業が対象）の島根県報道発表資料に基づき作成

（注）対象エリア：松江市・出雲市・安来市・雲南市・奥出雲町・飯南町に立地した企業を対象とした。

◆拠点都市圏間の経済交流・地域連携を推進
・松江と尾道･福山間を起点とするビジネス交流の深化
・広島と島根間の観光・コンベンション連携の推進
（例：宮島・出雲大社・石見銀山ルート）

◆幹線道路ネットワーク効果の強化
・山陰自動車道,広島フライトロードの整備により、
更なる物流効率化、産業利用、広域観光を推進

◆観光･産業面での交流気運を高め連携を推進
・広域観光商品の創出、広域サイクリングルート形成
・物流効率化、ブロックを越えた産業交流 25

山陽・山陰間

中国・四国間 国内タオル生産の5割以上を生産する今治タオル業界
（118社）は、品質確保の取組等によりブランド力を再
構築し、海外展開も推進。その主たる原料である綿糸は
出雲市内の企業から運搬（1ヶ月で10トントラック100
台、その約5割が松江道を利用）。

四国の産業を支える山陰の産業

3大都市圏
（赤線より
下）


